
 

⑥ 追跡ハイキング 

内
容 

人数 ８０人程度 場所 所外コース  

指導 導入指導あり 時間 ２～３時間 

対象 小学校低学年以上 天候 雨天可能 

概
要 

フィールドに仕掛けられた追跡フラッグを探しながら未知のルート
を歩く活動です。また、コース途中に設けられたいくつかの課題を解い
ていきます。 

ね
ら
い 

(1) 自分で考え、活動に進んで取り組むことができる。 
(2) 初めてのことに対しても、進んで挑戦することができる。 
(3) 仲間とコミュニケーションを図ることができる。 
(4) 仲間と力を合わせて取り組むことができる。 

準
備 

施設が貸し出す物 団体が準備する物 

 チェックカード 
 トランシーバー 
 記録用紙 
 バインダー 
 ビブス 

 運動しやすい服装と靴 
 帽子 
 雨具（カッパ） 
 タオル 
 水筒（必要に応じて） 
 時計 
 筆記用具 

班
編
成 

１グループは４人～６人が適当 

役
割
分
担 

(1) 引率責任者･････････全体の総括･指揮･自然の家職員との連絡 
(2) ｽﾀｰﾄ･ｺﾞｰﾙ係････････各班のスタート・ゴール、人数確認、 

時刻と得点の記録 
(3) 見守りポイント係･･通過班のチェック、児童･生徒の安全に留意し

適切な指導をする。 
 ※事前学習･･･････････打合せ、実地踏査、安全確認など 

活
動
内
容 

(1) 玄関前に集合し、グループの人数、健康状態を確認する。 
(2) ビブス、チェックカードを確認する。 
(3) 実施方法、チェックカードの見方を説明する。 
(4) 安全事項を伝える。 
(5) スタート地点に移動後、スタート時刻を記入し、スタートする。 
(6) ゴールごとに人数を確認し、時刻を記入する。チェックカードを提

出する。順位を決定する。 
(7) ビブス等用具の数を確認し、片づけを行う。 
(8) 用具を返却する。 
(9) グループごとに振り返りを行う。 
 
 ※順位決定の発表（採点次第でいつ行うか相談する） 

備
考 

(1) 時間にゆとりある計画を立てておく。 
(2) 安全と事故防止に十分注意する。 
(3) 田畑に立ち入ったり、農作物にふれない。 
(4) 必ずビブスを付け、グループでまとまって行動する。 

資
料 

なし  

  


